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日本共産党浦和区後援会ニュース
２０１７年１１月号･№７７
浦和区北浦和３-１４-１６

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０４８-８３３-４５１５
＊＊＊＊＊(部内資料）＊＊＊＊＊

《
日
々
想
》

衆
議
院
選
挙
が
終
わ
っ
た
。
ア

ベ
政
治
に
疑
問
や
怒
り
を
持
っ

て
い
る
人
達
は
選
挙
結
果
を
ど

う
感
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る

人
は
心
の
中
で
叫
ん
だ
「
選
挙

で
ア
ベ
政
治
を
変
え
ら
れ
な
い
、

も
う
ク
ー
デ
タ
ー
だ
よ
」
。
気

分
的
に
理
解
で
き
な
く
も
な
い
。

あ
ま
り
に
も
民
意
が
反
映
さ
れ

な
い
選
挙
制
度
で
あ
る
▼
多
く

の
死
票
を
生
む
「
小
選
挙
区
制

度
」
、
政
権
交
代
可
能
な
「
二

大
政
党
制
」
を
維
持
す
る
永
田

町
の
権
力
ゲ
ー
ム
の
選
挙
制
度

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
選
挙
後

も
こ
の
「
政
権
交
代
」
、
「
二

大
政
党
制
」
を
め
ざ
す
声
が
一

部
野
党
か
ら
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

多
様
な
国
民
の
声
が
反
映
さ
れ

て
選
出
さ
れ
た
議
員
・
政
党
が
、

国
民
の
声
に
応
え
て
連
立
政
権

を
つ
く
り
政
権
運
営
を
行
う
。

私
が
思
い
描
く
政
治
の
姿
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
主
人
公
で

あ
る
国
民
が
主
権
者
と
し
て
の

意
見
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
は

な
か
ろ
う
か
。
新
し
い
政
治
を

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
で
切

り
開
く
た
め
に
も
多
様
な
民
意

が
反
映
さ
れ
る
選
挙
制
度
を
切

に
望
む
。
（
努
庵
）

◆浦和北九条の会「秋の文化と学習のつどい」

１１月１７(金)～１９日(日)１０時 ～１７時

北浦和東口 北宿通り パレット

・17日 絵画、写真、書、手芸、彫刻・陶器

地域の方の作品展示鑑賞の日

・18日 うたごえ（14時～16時）

・19日 子どもの広場（10時～12時半）

戦争の体験を聞く会（14時～16時半）

◆そば打ちを楽しむ会

１２月２日(土)１０時半～１３時 領家コープ

◆映画上映会「ミリオンズ」

１２月９日(土)１４時～１６時 パレット
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日
本
共
産
党

＊
耳
よ
り
情
報
＊

う
ら
わ
だ
い
こ

事
故
機
の
説
明

米
軍
機

不
時
着

自
衛
隊
機

墜
落政

府
の
見
解（

前
地

さ
ぶ
老
）

安
倍
政
治
の
欠
点

口

口
先
ば
か
り

目

貧
困
見
え
ず

耳

民
意
聞
か
ず

（
岸
町

佐
久
間
純
）

川
柳

似
非
「
希
望
」
社
公
合
意
を
焼
き
直
し

背
信
も
辞
任
も
前
原
「
想
定
内
」

も
り
・
か
け
は
問
う
な
と
野
党
の
口
封
じ

（
前
地

さ
ぶ
老
）

希
望
が
失
望
に
な
っ
た
総
選
挙

「
も
り
」
「
か
け
」
を
忘
れ
て
な
い
ぞ
安
倍
総
理

九
条
は
世
界
に
輝
く
宝
だ

（
岸
町

だ
ん
吉
）

俳
句

こ
の
男
も
ひ
と
り
身
な
の
か
秋
深
む

吾
亦
紅
定
年
待
た
ず
逝
き
し
兄

コ
ス
モ
ス
や
た
だ
揺
れ
て
い
て
無
人
駅

（
前
地
三

Ｓ
・
Ｍ
）

秋
澄
む
や
空
を
大
き
く
水
彩
画

恵
贈
の
一
書
と
灯
火
親
し
み
ぬ

宣
誓
の
ボ
ー
イ
ソ
プ
ラ
ノ
運
動
会

（
本
太
一

Ｙ
・
Ｙ
）

う
ら
わ
宿
文
芸

目のまわるような情勢の変化で

した。昨年の参議院選挙32の1

人区全てでの野党共闘統一候補者

の闘いをさらに前進させるために、

埼玉県は早くから15区全部の選

挙区で『市民と野党の共闘』の会

が作られ候補者1本化のために市

民が先頭に立って話し合いを進め

てきました。9/25日本共産党は

民進党現職が存

在する4つの区

で候補者を取り

下げる覚悟（私

もその一人）。

9/26市民連合と立憲4野党で共

通政策を確認。9/27民進党衆参

議員満場一致で希望の党への合流

を決定。9/28臨時国会冒頭解散。

9/29小池百合子氏の『排除』発

言。10/1「新しい未来を求める

デモ」で枝野幸男氏野党共闘を誓

う。10/2枝野幸男氏立憲民主党

結成表明。10/5オール埼玉一区

は武正公一氏が市民と野党共闘の

政策協定は結べないと断ってきた

ため、政策協定を結んでいる『と

ばめぐみ』推薦を決定。たった1

0日間で降りる覚悟から立候補の

決意へと。日ごとに情勢が変わり、

私は洗濯機の中に放り込まれたよ

うな日々でしたが、おかげできれ

いに洗濯され、脱水まで仕上がっ

た気分で、迷わず全力で闘う決意

にもつながりました。

日本共産党は、ぶれることなく

市民と野党共闘の共通政策を前面

に押し出し、文字通り捨て身で奮

闘しました。私もその思いを心を

込めて力を込めて訴え抜きました。

立憲民主党の躍進、野党共闘の前

進は民主主義の方程式に確信を与

えてくれました。連日の雨の中、

支部と後援会の皆さんのご奮闘と、

日に日に高まる市民の皆さんのご

声援に、いっぱい力をいただいて

『この声を、私が国会に持ってい

きたい！』と、心がどんどん膨ら

んでいく12日間でした。埼玉1

区では3度の総選挙で確実に票を

積み上げることができました。そ

して2年間積み上げてきた市民と

野党の共闘は、その約束を捨て去

り『政党が

変わっても

私は変わり

ません』な

どというご

まかしを許

しませんでした。

比例で日本共産

党20議席（60

6万票）から、

11議席（440

万票）への後退は、大変残念な結

果です。日本共産党は政治を市民

の手に取り戻すための『綱領』を

持っています。95年の『歴史』

を持っています。それが市民と野

党の共闘を揺るぎないものとする

大きな力になりました。『見返り

は民主主義』この確かなものを語

りぬき、2019年の一斉地方選挙、

参議院選に向けて、党を強く大き

くするために全力を尽くす決意で

す。本当にお世話になりました。

ご支援ありがとうございました
日本共産党・とばめぐみ

街角情報

＊和菓子の松月堂さん＊

お菓子の松月堂さんは越谷街

道を挟んで本太郵便局の向か

い側に在り、開業は昭和43年。

半世紀にわたり、菓子の製造

販売を生業としているお菓子

さん。福を招く、『招きうさ

ぎ』が看板商品であり、調神

社にちなんだ、うさぎの形を

した饅頭である。さいたま推

奨土産品で金賞に輝いた逸品

である。更に『浦和が一番』

と焼印を押したミニ小判型の

饅頭も人気がある。二つとも

手頃な値段なので手土産、お

やつにいかがですか。（関口）

《得票の推移》 今回１区小選挙区での市民

プラス野党の推薦を受けた共産党のとばめぐみ候補

の得票、及び過去２回の共産党候補の得票の推移は

次の通りです。共産党候補の浦和区での得票数はこ

の３回では選挙ごとに増加しています。今回は市民

プラス立憲野党の中で社民党と協力関係が生まれま

した。もし民進党が分裂せず４野党で選挙協力して

いれば自公票を上回っています。この傾向は前々回

から同じですので今回の分裂は悔やまれると言わざ

るをえません。朝日新聞も、もし民進党が分裂せず

４野党共闘で進めていたら、全国63選挙区

で与野党逆転の可能性があったと指摘して

います。今回、残念ながら３分の２以上の

改憲勢力の進出を許してしまいましたが、

今後のたたかいの貴重な経験に結びつけて

前に進めていきましょう。（編集部）

今回 前回（2014） 前々 回（2012）

共産党 ３３，５９３ ２８，２５９ １８，５０３

自公計 １０６，６９９１０５，７６０ ９６，２４２

野党計 １０９，３０９１１９，６０８１０３，４８２
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立憲野党の活躍に期待する
特別国会を迎え、野党質問の削減案を出してきた。国

政チェックをさせない暴挙である。もし選挙結果で、希

望の党が野党第一党になっていたらと思うと背筋が寒く

なる。立憲野党の活躍に期待したい。（北浦和 Ｋ）

9
月
議
会
最
終
日
、
所

謂
「
9
条
俳
句
不
掲
載
事

件
」
に
対
す
る
判
決
を
不

服
と
し
て
さ
い
た
ま
市
は

控
訴
を
決
定
、
「
控
訴
議

案
」
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

と
一
部
無
所
属
議
員
が
反

対
し
ま
し
た
。
以
下
、
日

本
共
産
党
反
対
討
論
の
要

旨
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

10
月
13
日
の
地
裁
判
決
は
、

さ
い
た
ま
市
に
対
し
て
、

「
大
宮
区
三
橋
公
民
館
だ

よ
り
へ
の
九
条
俳
句
不
掲

載
は
不
公
正
な
取
り
扱
い

で
違
法
で
あ
る
」
と
し
て
、

原
告
作
者
に
対
し
て
5
万

円
の
損
害
賠
償
を
求
め
た

も
の
で
す
。
そ
の
主
な
理

由
は
「
俳
句
を
掲
載
で
き

な
い
理
由
に
つ
い
て
十
分

な
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

理
由
は
今
回
の
問
題
の
本

質
を
鋭
く
突
い
て
い
ま
す
。

公
判
中
公
民
館
側
は
掲

載
で
き
な
い
理
由
を
何
度

も
変
更
し
て
お
り
、
削
除

し
た
本
当
の
理
由
は
未
だ

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
判
決
は
「
思

想
や
信
条
を
理
由
と
し
て
、

俳
句
を
月
報
に
掲
載
し
な

い
と
い
う
不
公
正
な
取
り

扱
い
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、

女
性
の
利
益
を
侵
害
し
た
」

と
断
罪
し
て
い
ま
す
。
ひ

と
り
の
市
民
が
銀
座
を
歩

い
て
い
た
時
に
出
会
っ
た

情
景
を
素
朴
に
詠
ん
だ
俳

句
に
、
公
民
館
が
踏
み
込

ん
だ
こ
と
は
、
社
会
教
育

法
第
12
条
に
違
反
し
、
憲
法

21
条
の
「
表
現
の
自
由
」
を

大
き
く
侵
害
し
て
い
ま
す
。

本
来
公
民
館
職
員
な
ど
の

公
務
員
は
率
先
し
て
憲
法

を
守
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

現
憲
法
下
で
「
９
条
を
守

れ
」
と
い
う
の
は
当
た
り

前
で
あ
っ
て
、
「
世
論
を

二
分
す
る
問
題
で
一
方
だ

け
載
せ
る
の
は
、
公
民
館

の
考
え
で
あ
る
と
誤
解
さ

れ
る
」
と
い
う
理
由
は
ま
っ

た
く
的
外
れ
で
す
。
市
は

中
立
性
、
公
平
性
を
強
く

主
張
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
俳
句
を
削
除
し
た
こ
と

こ
そ
一
方
の
側
に
立
ち
、

中
立
性
公
平
性
を
欠
い
て

お
り
、
行
政
へ
の
信
頼
を

損
な
う
も
の
で
す
。

こ
の
事
件
が
起
き
る
や
、

三
橋
公
民
館
の
利
用
者
や

地
域
住
民
、
市
民
団
体
な

ど
か
ら
の
抗
議
や
掲
載
を

求
め
る
要
請
は
も
と
よ
り
、

全
国
か
ら
大
勢
の
学
者
、

評
論
家
、
作
家
、
文
化
人

か
ら
も
批
判
の
声
が
続
々

と
上
が
り
ま
し
た
。
市
は
、

今
回
の
判
決
が
下
さ
れ
た

こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め

る
べ
き
で
あ
り
控
訴
な
ど

は
絶
対
に
す
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

と
り
う
み
敏
行

以前からスタンディングするなら埼大正門前で！

と決めていました。ほかの新婦人元町班の人たちは

北浦和東スーパーの前です。以前『18歳選挙権あ

なたは行使しますか？』のシール投票を浦和高校と

西高前で行いましたが、試験中や試験前は部活もな

く早帰りだったりと日程や時間帯決めには苦労しま

した。大学生は三々五々（たとえ夏休みでも）なの

で日程や時間帯は私が自由に組めます。

10月19日、私は午後2時から3時一人チンドン

屋よろしく決行しました。ま

ず驚いたのは正門前の日章旗

2本。学生に「あの日の丸の

旗は毎日掲揚？」と聞くと「今日だけだと思う」と

のこと。祭日でもないのに日の丸の旗があって当た

り前なのです。大学構内には踏み込まないと決めて

向かうと学生の足のバス停は遠く構内に。歩きや自

転車の人に接触。埼大通りは交通量も多く、また北

浦和方面と与野方面、生活道路と変則交差点なので

信号待ち時間が長く、一人が目立ち好奇心に満ちた

目がかえって心地よい。だが耳にイヤホン、スマホ

に支配されている学生には歯がたたず虚しい気持も。

そんな中、7人ほどの自転

車グループの女性に、「私

は50年以上平和運動をして

きたけれど、若い人に委ね

る時が来た。まだ真の情報

は努力すれば手に入る！」

と言うと、「頑張ります」

と応えてくれました。

53年前、恩師である憲法の松岡教授が「自民党

という政党は平和憲法を改悪する

ために結党された。これから君た

ちは社会人となりどういう人生を

歩むかわからないが、どうか改悪を許さない立場で

生きて欲しい。これは退官前の私の遺言」と言われ

たことを思い出します。私もまた同じことを学生に

言いたかったのかもしれません。

選挙結果、今回の「与党で３分の２」の現実に私

は恐怖におののいています。しかし毎月19日の国

会行動には諦めていない人が大勢いて、改めて元気

が再生されます。憲法公布記念日11月3日の国会包

囲網デモには這ってでも行きます。（元町Ｙ・Ｎ）

さ
い
た
ま
地
裁
「
不
掲
載
は
違
法
」
判
断
下
す

自
民
・公
明
・民
進
・改
革
な
ど
多
数
で
控
訴
決
定

～今回の
衆院選を
振り返って～

改憲勢力を倒すためとば候補を応援
浦和駅など各駅頭宣伝でとば候補応援に大奮闘した

「物理と数学の専門家、４０代の男性」に聞きました。

Ｑ．共産党を応援した思いをお聞かせ下さい。

Ａ．自民党を始め改憲勢力を倒したかった。

Ｑ．選挙結果に関して感想をお聞かせ下さい。

Ａ．現実離れしていると言われるかもしれないが、選

挙区でも本気で勝たせるつもりで願いをかけ、１軒

でも多くポステｲングをし、チラシも配った。だから

結果については非常に残念に思った。

Ｑ．共産党に対するご意見をお聞かせ下さい。

Ａ．地方政治においてもしっかりやっていて、地域で

もよく活動していて立派だと頭が下がる。人間性を

奪い、人間関係を歪めているこの国で、共産党は互

いに助け合い、友人同士がありのままに議論し合え

る人間関係再生のための偉業を成していると言える。

ただし、情報宣伝にはもう少し色々な書き方、工夫

があっても良く、その方が面白くより多くの人を取

り込んで躍進できると思う。（文責 針谷）

もっと別の道はなかったか
共闘ができなかったこと残念

浦和区在住で、「安倍内閣退陣・憲法

9条改悪許すな！埼玉１区市民と野党で

つくる10.15大街頭演説」呼びかけ人の

長内経男さんから選挙結果について次の

ような談話を寄せていただきました。長

内さんは長年一部東京を含む埼玉県全域

を対象とした「市民じゃーなる」誌を主

宰する傍らさまざまな市民活動に取り組

んでいます。

埼玉では2年前から15区すべてで統一

候補の努力をしていたので最後になって

実らなかったのはとても残念です。武正

さんの判断にも忸怩たる思いはあります

が、市民運動の立場からすると個人的に

は共産党にももっと別の道はなかったか

と思っています。消極的な言い方ではあ

りますが当初の予定通り重点区以外では

候補者はたてないというふうにできなかっ

たものでしょうか。最後まで独自の努力

をすべきではなかったか。

今後武正さんをはじめ県議、市議を含

めた民進党の方への付き合い方にも影響

がないかと危惧しています。また枝野さ

んも手放しでほめるわけにはいかないと

思います。従来から個別的自衛権を憲法

でうたうことに反対はしていませんし、

護憲ということではないことに注意すべ

きです。共闘体制については一喜一憂す

ることなく長い目で、奥深く見ていく必

要があります。そしてこれから必要なこ

とは、どの政党も世代交代、リーダーを

思い切って若返らせることではないでしょ

うか。２０代、３０代の保守化が言われ

てますが、そうすれば変わる気がします。

（文責 古澤）

埼玉大学正門前行動
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Y・Nさん（埼大前）


